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0言葉の明快さに ついて〃 

上野昂志 
え•北村跌 


「自分の内部からあらわれたドロ 
ドロのものに"形式"をあたえ、も 
のそのもののように堅固な存在感を 
明暸に浮びあがらせることによって、 
自分自身からすっかり«りはなすこ 
とが、創作行為である」という大江 
健三郞の明快な断言は、自分の作品 
における言葉の形成過程についての、 
「文章を訂正して形をととのえ、力 
点を明確にし、多義性への落し罠を 
ひとつずつ埋め、夾雑物をとりのぞ 
き、的確な補強材を加えて、ひとつ 
のィメージをすっきり充実させてゆ 
く」(作家としてどのように書くか 
?) という認識によって裏づけられ 
ているのだろうが、そのほとんど古 
典的な一般論にすぎないように思わ 
れる朗らかな見解は、そのまま言葉 
に対しての、楽天的な、あまりにも 
楽天的な大江の姿勢をあらわにする。 
大江は、言葉をまるで粘土のように 
とらえている。とするなら、： S ： 品は 
一個の塑像だ。大江の作品で撲られ 
ればケガをする、大江の作品をもっ 
てへルメットをかぶれば 凶器準備集 
合罪で。ハクられる………と冗談はさ 
ておき、「生れたばかりのダニャグ 
ニヤした」言葉に、「意識のヤスリ」 


をかけることによって、「ひとつの 
ィメ ージをすっきり充実させていく」 
ことなど、果して現在できるのか。 
おそらくそのようにしてはできるは 
ずもない、そして、できはしないと 
いうことを、はっきりと示している 
のが近年の大江の作品ではなかった 
か。「ひとつの ィメ—ジ を充実させ 
て」 いこうとして、逆に ィメ —ジを 
拡散させていくほかない言葉、その 
言葉自体の悪戦苦闘をあらわにして 
みせたが故に、大江の文章は、ある 
「存在感」、非在であるほかないよう 
な存在を浮びあがらせることによっ 
て可能な「存在感」をあやうく表現 
しえたのではなかったか。 

現在、私たちは徒労感を味あわず 
に言葉を発することはほとんど不可 
能である。情況に対する自らの内部 
のしこりに表現をあたえようと、ひ 
とつの言葉を さし 出しながら、いや 
それによっては何事も言っていない 
のではないかと思いなおして次の言 
葉を追い求める、あるいは修飾語を 
積み重ねていくというシジフォス的 
な営為を、私たちは強いられている。 
悲劇的というにあまりにも滑稽な、 
喜劇的というにはあまりにも悲慘な、 


その営為に、既に迪りつくべき実質 
はなく、ただ次々ところがっていく 
言葉のアクションだけが読む者の視 
線をうつにすぎないというような事 
態。そして、その必死の努力の裏側 
に何くわぬ顔をして次のような言葉 
が差し出される。 

前略 

貴君の研究室に留守中、学生が 
しばしば出入りしてますが、生物 
学教室では学部学生に鍵を貸さな 
いこと になっていますので、この 
ようなことはないよう にして 下さ 

ぃ。.草々 

これだけをとりだしてここにおい 
てみても別にどうってことのない手 
紙だが、これが、東大の生物学研究 
室の主任教授から助手共闘の一人に 
宛てたものだということがわかると 
(最首悟『自己否定のあとに来るも 
の』朝日ジャーナル 6 .15 )、そ 
の意味ははっきりしてくる。何気な 
い調子で書かれたこの文章は、まさ 
にその何気なさの故に政治的な言葉 
となるのである。それは確かに、最 
首-が指適しているように、学生が今 
後部屋に入れば機動隊が排除するで 
あろうということ、しかもその責任 
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はおまえにあるぞということを通告 
する文書としての意味をもつと同時 
に、生物学教室は「事もなし」とい 
う意識をはつきりと示した文章であ 
るが、より強く目をうつのは、その 
表現としての.日常性である。 T 留守 
中」という言葉、その「留守」なる 
ものかどのようなものか百も承知の 
くせに、実質をあらわす言葉を避け 
て、あえて「留守一というような日 
常的なニュアンスの強い言葉を選ん 
でいるところに、この文章の内実が 
ある。ここには封鎖もなければ占拠 
もなく、ましてや闘争もない、ある 
のは研究室だけ、ただちょつと問題 
なのはそこの責任者が「留守」で、 
「学生が出入りす る」 ことだとする、 
そのォモテの意味こそ、手紙を書い 
たものの意図にほかならない。何気 
ない言葉は、どのような現実をも何 
気ないものとして表現してしまうが、 
そこにおいては、現実をおおいかく 
すことに主眼があるのではなく、可 
てもないこととして眺めさせること 
に目的があるのだ。日常的な言葉の 
もつ惰性は、意識の日常性に狙いを 
つける、そこでは現実などは問題で 
なく、ただそれをとらえる視線だけ 


力問題となる。 ない言い方は、道路が混み合ったと 
ここでは、創世紀の ように、 事物いう何でもないことを告げるのにふ 
は言葉によってのみその輪郭を闇のさわ•しいだろうが、この言葉によっ 
中から浮びあがらせるのである。たて現実が切りとられた瞬間、集会も 
とぇば、 新宿駅西口地下広場についデモも全て闇の中に没し去ってしま 
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て 一語った淀橋署長の言葉 「はっきり 
都道なのでいままでの土曜日の夜の 
混雑は道路交通法で 対処してきた」 
は、 それをはっきりと示している。 
「土曜日の夜の混雑」というさり気 


ぅ。そして、それ こそがこの 言葉の 
狙いにほかならないが、 この 簡明卒 
直な言葉のありようを支えているの 
が 権力である ことは 今更いうまでも 
ない。名付けよう.のないものは存在 


しないという白昼の論理、「通路」 
という名称は、即機能であり、又機 
能以外ではあり得ない。名称がその 
まま 存在であると いうような ことは 
神話に おいてしかない、言葉とは 本 
来そういうものではなかったはずだ、 
にもかかわらず、ここではその あり 
一得べからざることが可能なのだ、否、 
強いられているのである。「つ— ろ」 

と発音した瞬間、人は歩いて、しか 
も歩きつづけていなければならない 
という童話にも似た明快さ、そして 
童話と同じようにその明快さ故の不 
気味さは、機動隊のあからさまな出 
動によってしか保障されはしない、 
あたか，もタブ—によってのみ童話が 
その世界を支えているのと同様に。 

私たちの言葉に屈折を強いるのが、 
この権力の言葉の明快さであること 
は自明の 事だが、 しかし問題は「通 
路」に「広場」を対置させることで 
はない、明快な空間を不断に名づけ 
よう もない空間に解放する ことに あ 
るの だ。 そして、 この場合の空間と 
は現実の空間に限らないことも又自 
明である。 




騎馬奔る革命の歴史 t 
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不知火の海に潮が満ちる。 

潮は沖の方からざわめいて満ちる。 
月は西に沈み、潮は南からくる。 
波頭は白くぅねり、小ぎざみにふ 
るえ る。 

月は また 西にかたむく。 

潮が満ちる。， 

その夜、豊媛の国家は、不知火の 
海の潮の如く、暗いぅちから、ざわ 
めいていた。 

まだ姿を見せぬ日輪を待って、東 
の空に向かい、祈りをささげる人々 
の姿があちこちに見られた。 

潮が満っ。 

不知火の海に潮が満っ。 

豊媛は、自分の胎内にも徐々に潮 


がおしよせ、満ちてくるのを感じる。 

それは腹壁にはげしい衝撃となっ 
てつたわってくる。 

不知火の海に潮が満っ。 

その潮の流れと共に、豊媛を襲ぅ 
間歇的な痛みは、少しずつその時間 
をちぢめる。 

ィズモよ、さあ、私のィズモよ、 
よみがえれ/お前のたくましいい 
のちの力で、私の胎内を力1杯蹴り 
つけて、この邪馬台の国によみがえ 
れ/ 

邪馬台国の日輪•豊媛は十五歳。 

痛い/何とい ぅ 痛み/.しかし、 
私は耐える。いや、この痛みすら今 
は こころよい。 だって私の イズ モ、 
お前が私の前に、はじめて姿を見せ 
て くれ るんだもの。 


産屋は、宮殿の裏の丘にたてられ 
た。 

産屋は、丘の小川の上に.たてられ 
た。 

小川は、しかし水清く、丘の斜面 
を勢いょく流れ下って、一気に不知 
火の海にそそいでいる。 

その産屋で、豊媛は真白い裸身を、 
女たちの前にさらして、低い梁に両 
手を まきつけ、まるで 背のびす るょ 
ぅに 立っていた。いや実はぶら下が 
っていたといった方がいいかもしれ 
ない。 

両肢は、美夜日と、もぅ一人の女 
によってしっかりと広く開げられて 
した。 

陣痛が走るたび、豊媛の身体はう 
ねひ、 くいし ばった歯の間からうめ 
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きがもれた。そして、腹壁は微妙に 
懦動をくりか.えす。 

玉依彦よ、あなたの生命が今よみ 
がえります。あなたが、私の身体を 
とおつて、いま新しいいのちとして 
生きかえろうとしているのです。 

おお、玉依彦、私は、たった今、 
ほんとうに心の底からお前を 愛して 
いる。あなたも愛の証しを私に……、 
又、激痛が襲う。そうだったのです 
か、この痛みが、あなたの私に対す 
る愛の証しなのですか。 

股間をするすると、羊水がつたっ 
て流れる。 

ああ、玉依彦よ、あの鐸の音が、 
あなたの、あなたのィズモの銅鐸の 
音かまるで耳をつんざく ように、 
私のすぐ耳元で鳴り.ひびいています。 
おお/ィズモ/私の出雲/ 
潮は満ちる/ 

銅譯のうなりが、私の耳の中で/. 
'玉依彦/玉依彦/. 

次の瞬間/.豊媛は、みずからめ 
w :/ c で、はげしく泣きさけぶ嬰児の 
声をきいていた。 

「おめでとうございます。 日輪/」 

美夜日が叫ぶようにいった。 


「元気な女の御子でございます/.」 
ああ、私は、三人目の日輪を、た 
った今産んだ/. 

豊媛は十五歳/ 


はしけやし 
髪に挿せ 
，わが児 
椀に盛れ 
この児 
紫野の 

陽炎にかざせ 
はしけやし 
汝が呉れしわが児 

美夜 日たちが、.嬰児を 沐浴 させな 
がらうたう声が聞こえてくる。 

その声を聞きながら、豊媛は可故 
か微笑んでいる。その微笑みは今ま 
で経験したこともないくらい満ちた 
りた-心から自然に生まれてくるもの 
のょうであった。 

.いまの 豊媛にとって、不思議な く 
らい、玉依彦の思い出はうすれてい 
る。 おそらく、その 思い出は、 いま 
沐浴をうけな.がら、元気に泣いてい 


る嬰児の中に、静かに溶けこんでい 
ってしまったよ.9だった。 

が、 その想いは、 一瞬、 背後を 襲 
った奇妙なねとつくような感覚に破 
られる。 

速瀬彦だ。 

速瀬彦 が、今日もどこからか、私 
をうかがっているのだ。 

あの欲望にぎらつく瞳で、じっと、 
どこからか、私をうかがっている。 

さようなら、速瀬彦/可哀そう 
たけれども、もうあなたのつとめは 
終わったのです。 

子どもが産まれたあくる日、奈美 
彦が速瀬彦に向かって宣言したでは 
ないか。「日輪は美事に後継者を産 
んだ。従って速瀬彦、もう お前の才 
トコと しての つとめは 終わったのだ 
V .」と ' 0 

そう、邪馬台国の日輪は、生涯た 
た一人のオトコと交わり、そして、 
一人だけ後継者たらんとする子ども 
を産むのだ。 

さようなら、速瀬彦'あなたの哀 
れなつとめはもう終わったのです。 

しかし、豊媛は、十五歳。 これ か 
ら先、ずっとひとりで生きて いくこ 


との淋し さに まだ気づいてはいない。 
あと、老いさらばえて 死ぬ る日まで、 
男の肌には指もふれずに生きなけれ 
ばならないと.いう、邪馬台国の 日輪 
の 運命のもつ、もう一つの残酷 さに 
気づいてはいない。今はただ、あの 
速瀬彦の蛇のょうな肌からのがれる 
ことのできた喜びにだけひたってい 
る。 

レやそれよりもなによりも、"目 
の前にあるかたちとしての ィズモを 
みつめ、 抱きしめる喜びに、他のこ 
とはすベて忘れていた。 

美夜日が、沐浴を終ぇた嬰児を抱 

いてくる。 ， 

「おお、私の ィズモ/.」 

口に出してはいえないことばを、 
心の底深くのみこんで、豊媛はつや 
やかな嬰児の頰をそっと指で押して 
みる。はねかえって くるょう な弾力 
/幼い 生命が 満ちあふれている。 
私のィズモ/眠っていないで、 さ 
あ、 そのつぶらな ひとみを あけて、 
私をみて ちょうだ い/私が、あな 
たの母ょ、私が、あなたの大地ょ/ 
もう一度、 日輪は、そっと嬰児の 
頰を撫でてみる。 
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と 


その時だった。 

はるか、不知火の怒濤ぅちょせる 
海岸の方から、その波のひびきにま 
じって、トキの声が聞こぇて来たの 
は/ 

同時に、洞木をはげしく叩く音力 
したかと思ぅと、おそろしい勢いで 
奈美彦がかけこんで来た/. 

「日輪/•狗奴国の奴らが/」 

「何といった、奈美彦」 

豊媛にかわって美夜日がといかぇ 
した。 

「狗奴国の奴らが攻めて来ました。 
畜生/.この一、二年、新しい日輪 
の力におそれをなして沈黙を守って 
いた狗奴国の奴らめが/」 

「日輪/こ 

くるり と向きなおると美夜日办 

豊媛に叫んだ。 

「すぐにお出まし下さい。邪馬台 
の人々を勇気づけるために/•邪馬 
台の戦士をはげますために……」 

一瞬、豊媛は立ちすくむ。 

S れていた血なまぐさい記憶が一 
気によみがえった。 

「参りましよう」 

豊媛はうなずく。まってておくれ、 


私のィズ•モ、私は、お前の可愛いい 
民りをさまそぅとする連中を、とり 
しずめに行って来ます。すぐ帰って 
来ます。だから、それまで、目をさ 
まさずに、ゆっくり眠っているのょ。 


、ノ 

三 

/1\ 

矢がとびかい、弓がうなり' 矛が 


たけり、槍が血に光った。 

すでに海岸には、十数人の屍体が 
ごろがり、それでも、おしょせる狗 
奴国の男たちと邪馬台の男たちは勇 
敢に闘っていた。 

未盧国、伊都国、奴国、不弥国、 
投馬国をはじめとして、かつては百 
余の国にわかれ闘っていた小国は、 



第一代 日輪 •卑弥呼の時代にそのほ 
とんどが統一され邪馬台国の支配下 
にあった。しかし、その邪馬台国か 
らさらに北にあった狗奴国だけは 
逆に邪馬台国にはしたがわず、狗奴 
国以北の多くの国々を支配下におさ 
め、邪馬台国に匹敵する勢力として 
相対して：；たのであった。 

その狗奴国も、女王卑弥呼による 
第一一次の邪馬ム■連合の成立、そし 
て豊媛による第二次の邪馬台国連合 
の成立.に際し、何故か不気味な沈黙 
を守っていた。 

何人かの志能便(忍び)もあく 
ことなく狗奴国にはなたれた。しか 
し、狗奴国内部に何か得体の知れぬ 
政変があったようだという報告がも 
たらされるきりで、その政変の実体 
については何一つ知らされること力 
なかったのだ。 

その狗奴国が、何十年の沈黙を破 
って、とつぜん攻めよせて来たとい 
うことは、その何らかの政変がよう 
ゃくおちつき、新たなる狗奴国連合 
のいしずえが築かれた証拠とみてよ 
いのだろうか。 

「日淪だ /• 日輪が来たぞ/•」 
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* 小栗虫太郎シリーズ* 

★最新刊 

成吉思汗の後宮 

人間の狂熱の極限を、秋、境に、辺境に 
執抛に描く小栗虫大郎の世界 ……〇 
本巻に収録の諸篇は、従来余り知られ 
ざる小栗の《異境物》の精粋の集大成 
であり、奔放に天翔ける情熱の一大コ 
レクシヨンである0 ¥680 

中田耕治•解説/司修•装幀 


★既刊 

人外魔境 

摩訶不思議な光芒を放って、神秘恐怖 
小説に異様の才能をふるった鬼才小栗 
虫太郎の晚期を飾る、魔境小説の大集 
成……全十三話。いずれも入手不可能 
と称される太古の郷愁に満ち満ちた耽 
異物語であり、読者の渴望久しき一巻 
であろう。 ¥680 

都筑道夫*解説 

二十世紀鉄仮面 

鬼才小栗虫太郞の削造した、現代の錬 
金術師法水鳋太郞登場……。「後光殺 
人事件」に始まり「潜航艇鷹の城」を 
経て「二十世紀鉄仮面 j に終る、所謂 
(法水物》は、ここに始めて集大成さ 
れた。新伝奇小説を a 榜した荘重暗欝 
の代表作である， ¥680 

種村季弘 • 解説/茂田井武•揷絵 


★近刊 

* 完全犯罪 
* 黒死舘殺人事件 


東京日本橋蛎殼町 
振替口座東京64351 


桃源社| 


豊媛が、白いもすそをひるがえし 
て戦いの庭に立つと、邪馬台国の戦 
士たちの間に、熱っぽいささやきが 
流れた。 

鏡は、その日も豊媛のすぐ横にあ 
った。そして太陽をぅけて、それは 
キラリ、キラリとまばゆい光を狗奴 
国の戦士めがけてなげつけていた。 

「わが日輪のため/邪馬台の戦 
土ょ、一歩もひくな/」 

奈美彦が叫んだ。 

わあ一っと邪馬台の男たちは、勇 
気をふるいおこして、かけはじめる。 

その時だ/狗奴国の男たちの中 
に声があった。 

「ひるむな、狗奴国の苏たち/. 

邪麻台の日輪、何ぞおそるることや 
ある/ M け/その日輪は過日子 


を産んだのだ/ わかるか/.日輪 
といえど、我らと同じ人間/ 男も 
抱けば、子も産む/ おそるるな、 
狗奴国の勇敢な男たちょ/. 

「おお、狗古智彦/.」 

奈美彦がぅめいた。 

「奈美彦、あの男は」 

「はっ、狗奴国の男王、狗古智彦 

にございます」 

豊媛は、はるか砂煙と、陽炎のか 
なたに絶叫する男をにらんだ。 

狗古智彦は、その鼻下から頰、あ 
ごにかけそみごとなまつ黒なひげを 
たくわえている。その肌は赤銅色に 
輝き、血を浴びて光ってみえた。 

狗古智彦の声と共に、狗奴国の男 
たちは、ときの声をあげて邪馬台国 
の男たちに迫った。 


「日輪 M するものぞ/.」 

「日輪とて普通の女/.」 

「日輪とて男も抱けぼ子も産むと 
いぅぞ/」 

口々に叫びつつ、狗奴国の男たち 
は迫る。 

「日輪ょ/.鏡を/.鏡を/ L 1 

豊媛は、急いで鏡をまわす。 

きらり、きらり、するどい光線の 
反射は、狗奴国の男たちの胆をひや 
すが如く、邪馬台国の男たちを勇気 
づける如く、ひらめいた。 

「ヮッハッハッハッ ハ」 

狗古智彦の破れ鐘のょぅな声がひ 
びいた。 

「鏡如きにおそれるな/.そんな 
ものはわが狗奴国には、海へ捨てる 
ほどあるわ/」 


瞬間、狗古智彦のまわりの男たち 
は、さっとかくしもっていた鏡を太 
陽に向けてかざした。 

「おおっ、日輪が奴らにも/ L 1 

みょ/十ぃくつの鏡が、くっき 
りと太陽をとらえ.て、邪馬台国の男 
たちの目を射ているではないか。 

「それ/.すすめ/」 

一気にけちらせと狗奴国の男たち 
は迫った。 

「奈美彦、狗奴国にも日輪が….：」 

豊媛は思わず叫んだ。 

「やむをえません。こぅなれば.、 
最後の手段です」 

奈美彦は、そばの男に目くばせし 
た。 

その男はぅなずくと、静かに、ま 
いていた布をひろげた。 
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それは土色をした、大きな「のぼ 
り」 であった。 

その「のぼり」を一きわ高くかか 
げて奈美彦はどなった。 

「や あ/狗奴国の狗古智彦、こ 
の旗が見えるか/」 

その声に、一瞬戦場はしんとしず 
まりかえつた。 

「この旗こそ、すぐる時、大魏国 
の王ょりたまわりたる黄幢なるぞ。 

魏国王はすでに、わが日輪に対し、 
親魏倭王の称号をたまわっている。 

狗古智彦、汝は、魏国 に対して刃を 
とぎ、弓を ひく か V .」 

へんぽんとひるがえる黄幢の前に、 
しばらくは 敵も味方も 声がなかった0 
おお/魏国/ 

海をへだてること何百里。 まだみ 
たこともない大陸に、魏 といぅ 大国 
の あることは 豊媛も知っていた。思 
えば、日輪の象徴であった「鏡」も 
その魏国から伝わったものではなか 
った か。魏国 、それは如何なる国か。 
豊媛にとって、巨大で、つねに行方 
に立ちふさがる影であったあの女王 
•卑弥呼まで が、 使いを出して臣下 
の礼をとった という 魏 という 国は、 


果たして どのよぅな 国なのか。 みよ、 
日輪の力にもおどろかなかった狗奴 
国の男たちが、たった一本. の 旗にお 
それをなして、いま、 ふるえつつ 狗 
古智彦 のまわりへひき 上げつつ ある 
ではないか。ああ、大魏国/.汝は 
如何なる国か/. 

「退け/.退け/.狗古智彦 /• 

わが邪馬台国の日輪の後には大魏国 
あり/退け/狗古智彦/.」 

叫ぶやいなや、奈美彦は、速瀬彦 

にその黄幢を渡した。 

「速瀬彦、さ、 これをもって奴ら 
をけちらせ/ L :- 

「しかし、おれは……」 

速瀬彦は、血走った眼で豊媛をに 

らんだ。 

「たわけ/空しい望みに身を灼 
くな/ それより、その精力を、狗奴 
国の奴らをけちらすことに使え/」 
瞬間、 速瀬彦は、 黄幢をひったく 
るよぅにとると、「つづけ/.」と叫 
ぶ やいなやかけ出した。 

どどっとときの声を上げて邪馬台 
国の男たちは' 速瀬彦につづいてか 
け出す。 

海岸の砂を、背よりも高くけ上げ 


ながら、邪馬台国の男たちは、狗奴 
国勢めがけて、破竹の勢いで迫撃戦 
にうつった。 

散をみだして.狗奴国勢は退却に う 

つる。 

と、その時だ/ 

豊媛は聞いたこともない、まろい、 
すばやい音が、大地をとどろかせて 
近づくのを耳にした。 

と思う間もなく、にげまどう狗奴 
国勢の後から、いきなり、奇妙な男 
がとび出して来た。槍をかかえたそ 
の男は、脚と耳の長い、そして おど 
ろく ほど速く 走るけものに うちまた 
がっていたのである。 

そのけものの首には、長いたてが 
みがはえていて、おどろく a どの速 
さで走る長い脚の動きに、まるで逆 
立つょうになびいていた。男は、け， 
ものの#から口へつながる綱をしっ 
かりと片手ににぎって、その綱でけ 
ものを右に左に、自由にあやつって 
いるもののょうであった。 

「奈美彦、あのけものは何 じや/」 
豊媛はきいた。 

人の走る早さの何倍もの速さで走 
るそのけものは、四本の脚を、時に 


U 交互に走らせ、時には前肢と後肢 
を共にあわせて、と.ぶように走る。 

「馬じや」 

「なに、何と 申した」 

「馬じや、騎馬じや/こ 
奈美彦が叫んだ。 

「ゥマ/•」 

ああ、何とい うこと だろう。あの 
脚の早いけものは、また、その脚办 
力も強いとみえて速瀬彦につき従う 
邪馬台国の男たちを蹴ちらし、なぎ 
たおしている。蹴ちらされた男たち 
は、砂に顔をうずめ、二度と起き上 
がつてはこないのだ。何という脚力 
V . しかもなお、おお、何という速 
さ/ そしてのつ.ている男のみごと 
なう でさばき/ 馬というけものは 
まるでその男のからだの一部である 
かのようにその男の意のままに動き 
まわつている。 

「速瀬彦にげろ/.」 

奈美彦が叫んだ/. 

その声と同時だつた/. 

馬上の男の槍が、はげしく速瀬彦 
のもつ黄幢の棹をうつたのは/ 

ポキリと棹は折れ/.のぼりが倒 
れた。 
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「ガロ」予約購読案内 

月刊雑誌「ガロ」を少しでも安く、しかも続けて読みたぃ方々 

に！予約期！言売をおすすめします 〇 (誌代改定にっき従来の料金を変更します） 

く A コース〉6力月分予約前納の場合し000円(送料含む） 

く日コース> 1力年分予約前納の場合2,000円(送料含む） 

ご送金のとき何月号から購読と明記して 下さい。 （サービス本はっきま せん。） 

東京都千代田区神田神保町1 一55育林堂予約購読係 


-あははははは」 

馬上の男は、笑つた。 

そして叫んだ。 

「大魏国、滅びたり/.」 

馬は くるりとこちらに 背を向け、 
そして男をのせた まま、あつとい う 
間に狗奴国勢の中に姿を没すると、 
それを合図のょうに狗古智彦を中、レ 
に狗奴国の男たちは、潮がひくょう 
にひき上げていつた。 

「ゥ マミ…」 

豊媛はつぶやいた。今見た、みご 
とな脚とたてがみを持つ動物の登場 
は、豊媛にとつてかつて玉依彦に聞 
かされた出雲の 話 以上に大きな おど 
ろきとなつた。 

「ゥマ……騎馬/」、 

.豊媛ばかりではなかつた。奈美彦 
も、速瀬彦も、いや邪馬台国の男た 
ちすべてが、茫然と音 もな く立ちす 
くんでいた。 

もし、あの騎馬が、一頭ではなく、 
群れを為して襲つて来たら……、そ 
れは考える.だに戦慄すべき光景であ 

つた。 

「日？」 

ふるえ声で、低く奈美彦はつぶや 


いた。 

「われらが 日輪よ、 あの騎馬に 勝 
てる 道は ただ 一つ、今度は、 あなた 
御自身が、亡き卑弥呼様に かわって、 
大魏国王に救いを求められることじ 
ゃ」 

\)/ ' 

四 

/(\ 

時に、海をへだてた大陸は、天下 
麻の 如く 乱れていた。すなわち、漢 
の高祖が天下を統一し、長 安に都し 
て四〇〇年、光武帝の中興より 二〇 
〇年 、ようやく勢力 おとろえた 漢帝 
国は、黄巾の乱と呼ぶ農民軍の反乱 
に端を発しても ろく も 崩壊、世に い 
う雄割拠の時代となっていた。そ 
の中でも、曹操の魏、孫権の呉、劉 
備玄徳の蜀が、それぞれ力をえて、 
やがて三国時代となる。蜀の諸葛孔 
明、張飛、関羽などの智将、勇将が 
活躍した「三国志」の世界は、ちょ 
うどわが国では卑弥呼の時代にあた 
る。 

ここでいわれている「大魏国」と 
は、 いうまでもなく曹操のひらいた 
「魏」のこと である。 魏の建国は西 
歴ニニ〇年。三国中一番勢力の強か 


った魏は、やがてその手を朝鮮半島 
•にまでのばし、そこから、海をへだ 
てた倭国とも交流があったのである0 
年表風にかけば大陸の歴史は次のょ. 
うになる。 

ニニ0年魏の建国 
ニニー年劉備、蜀の皇帝となる 
ニニニ年呉の建国 
ニニ三年劉備、死す 
ニニ八年諸葛孔明、魏を討つ 
二三〇年魏軍、蜀に侵入 
二三四年孔明、五丈原に死す 
二三九年卑弥呼、親魏倭王に封 
ぜらる 

だが、豊媛が邪馬台国の日輪とな 
った二五〇年代になると、この大睦 
における英雄時代も終'わりをつげて 
いた。蜀の滅亡、呉の崩壊、魏の内 
乱—そうした激動する動きに、一 
そうの拍車をかけたのは、北方ユ— 

ラシア森林地帯、及び内陸ユ！ラシ 
ア乾燥地帯にかけてとつぜん、勃興 
した遊牧騎馬民族国家の出現であっ 
た。 

(つづく) 
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幼時から俊秀をもって鳴り郷土沖繩の衆望を一身にあつめた謝花が、明治政府の圧制に桃 
んだ闘いの焰は、本土で挫折した自由民権運動の最後のかがリ火を沖繩で燃えたたせたも 
のであった。沖繩の自由と解放を見ぬままついに狂死する生涯を悲痛の血涙で綴った名著 

東京•西神田太平出版社石合ビル 


つげ義春を「ねじ式」に至 
らしめたものは何か//:かつ 
て、つげ義春は、貸本マンガ 
の全盛時代に、日常の中の 
ク犯罪"を描き続けていた。 

「ねじ式」の精神の原型ともみられる十余年前の秀作短篇8篇を収め 
た画期的劇画集ここに成る//: 


ク ロ ある一夜 

|腹話術師 不思議な手紙 

|鉄 路 なぜ殺らなかった 
見知らぬ人々 どくろの秘密 

▽書き下し「貸本マンガ回想記」 

▽写真六葉•全册著者肉筆サイン入り 

■ A 5 版•箱入上製•ニニ〇頁•四八〇円•限定一五〇〇部 


本書は書店では販売致しません。本書をご希望の方は代金を添え 
て直接当社あてお申込み下さい。(郵送料当社負担) 


東京都目黒区大橋一の四の10 

TEL (4 6丨) 


小田実•鶴見俊輔=編著 


脱走兵の思想動 

国家と軍隊への反逆 i 

ヒ： al 家こ•ん爸‘ \、疒 y c づ ，?' 丨つ兑 b _ <" 


闺家と軍隊に反逆し、すべての権力から脱出 ■■，目、ン 
して反戦思想を肉体化する脱走民.連動は、ま {ネ /L 
さに「国家」を超ぇて深.く抗がり、すすめられ ^ 
ている。 JATEC の全容を明かにし、反戦 7 日 / L 
の意味を問いなおす 発売中¥580 HJ ^ CT) 

秋山清•伊藤信吉•岡本潤-編•解説 昇 

日本反戦詩集轴謙 

「明治」以後たび重なる戦争の暗雲におののき t±tz ^ 
ながら人間としてまた詩人として強い平和へ.7-^-1 
の願いをこめて、ったいあげた反戦詩。自筆. ^ 
f- 刷り詩集を含む無慮一万点から精選した初 ITNtLu 
の/ X 戦アンソロジー '発売中 ¥580 斗ノ 

石子順造•種村季弘•森本和夫•別役実•吉本隆明 

性か思想 池 

現代日本の大衆社会状況における性の拡散と 

その風俗化を痛^し、性の論理がもつ必然的 、水 

な思想の原領域を抽出して、現代に息づく思 . 0 . 

想を追求する。ヵラーロ絵二丁'モノクロ ロ 里 
絵...:一戎図版^富. 発売中 ¥750 UV 

シリー ズ •日本と 朝鮮7井上^雄籲卜'田正昭 ttJgfltft 

―日本と朝鮮の二千年 — SS 


秋山清•伊藤信吉•岡本潤"編•解説 


「明治」以後たび重なる戦争の暗雲におののき 
ながら人間としてまた詩人として強い平和へ 
の願いをこめてぅたいあげた反戦詩。自筆. 
f- 刷り詩集を含む無慮 一 万点から精選した初 
の/X戦アンソロジー，発売中 ¥5 00 0 


初期短篇集 
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